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第１６２号                      平成２１年３月２７日 
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わが神、わが神。どうして、私をお見捨てになったのですか。遠く離れて私をお救いにならないのですか。

私のうめきのことばにも……しかし、わたしは虫けらです。人間ではありません。人のそしり、民のさげすみで

す。私を見る者はみな、私をあざけります。彼らは口をとがらせ、頭を振ります。「主に身を任せよ。彼が助け

出したらよい。彼に救い出させよ。彼のお気に入りなのだから。」……私の力は、土器のかけらのように、かわ

ききり、わたしの舌は、上あごにくっついています。あなたは私を死のちりの上に置かれます。犬どもが私を取

り囲み、悪者どもの群れが、私を取り巻き……私は、私の骨を、みな数えることができます。彼らは私をながめ、

私を見ています。彼らは私の着物を互いに分け合い、私の一つの着物を、くじ引きにします。 詩篇22：1－18 

さて、兵士たちは、イエスを十字架につけると、イエスの着物を取り、ひとりの兵士に一つずつあたるよう

四分した。また下着をも取ったが、それは上から全部一つに織った、縫い目なしのものであった。そこで彼らは

互いに言った。「それは裂かないで、だれの物になるか、くじを引こう。」それは、「彼らはわたしの着物を分け

合い、わたしの下着のためにくじを引いた」という聖書が成就するためであった。兵士たちはこのようなことを

したが、イエスの十字架のそばには、イエスの母と母の姉妹と、クロパの妻のマリヤとマグダラのマリヤが立っ

ていた。イエスは、母と、そばに立っている愛する弟子とを見て、母に、「女の方。そこに、あなたの息子がい

ます。」と言われた。それからその弟子に、「そこに、あなたの母がいます」と言われた。その時から、この弟子

は彼女を自分の家に引き取った。この後、イエスは、すべてのことが完了したのを知って、聖書が成就するため

に、「わたしは渇く」と言われた……イエスは、酸いぶどう酒を受けられると、「完了した」と言われた。そして,

頭をたれて、霊をお渡しになった。                      ヨハネの福音書19：23－30 

  イエス・キリストの受難の出来事はじめ、御降誕、宣教、奇蹟、癒し、死、埋葬、甦り、昇天、聖霊降臨は

すべて西暦三十年代前半までに起こり、ヘブル語（旧約）聖書に記されている預言が成就しました。十字架刑に

おいてキリストが成就された預言は尐なくとも三十三に上るといいますが、中でも、詩篇の22篇には最も多く、

七つの出来事が預言されています。新約聖書の中でも、マタイの福音書27章とヨハネの福音書19章には特に詩

篇22篇の預言を確証するキリストの受難の出来事が詳細に記されています。 

まず、詩篇 22 篇冒頭の「わが神、わが神。どうして、私をお見捨てになったのですか」という叫びは、キ

リストご自身が息を引き取られる寸前に、直接引用されることによって、聖書の預言がご自分において成就する

ものであることを明確にされた聖句でした。6 節の「わたしは虫けらです。人間ではありません」は非常に興味

深い洞察を秘めた預言です。ヘブル語の「虫」、“トオラ”には「深紅」の意もあり、両意を兼ね合わせと、この

聖句には、地中海の樫の木の一種である「ケルメス・オーク」に産卵する「緋の虫」が関連づけられます。特殊

な「深紅」の染料は、「緋の虫」といわれた“コシダエ”科の“ケルメス ベルミリオ”（中世ラテン語でカイガラ

ムシの一種）から取られたのでしたが、この虫は小枝の薄い皮に長いくちばしで穴をあけ、樹液を吸い、柔らか

い体を守るためにろう状の「うろこ」を作るのです。染料はこの「うろこ」の中にあり、その活性成分は「ケル

メス酸」で、水中では黄赤色ですが、酸の中では特有の赤紫色になるのです。雌は産卵期になると、木（通常、

樫の木、）に登り、卵を産みつけ、動かなくなります。幼虫はふ化し、母虫の体を餌に生長します。まさに母虫は

新しい生命のために自分の生命を与えるのです。やがて枝の上には、深紅の点が残されますが、三日間で深紅の

跡は乾き、白に変色し、薄片となってはがれ落ちるというのがこの雌虫の一生なのです。カルバリの丘のキリス

トはまさに、「人間ではなく、木（十字架）の上の虫」として、この“ケルメス  ベルミリオ”が生命を幼虫にさ

さげるように、私たち罪人が神の子として新生するために、ご自分の身体を犠牲にしてくださったのでした。預

言者イザヤは、「たとい、あなたがたの罪が緋のように赤くても、雪のように白くなる。たとい紅のように赤く

ても、羊の毛のようになる」（イザヤ書1：18）と語りましたが、生命を犠牲にするこの緋の虫の鮮やかな色彩の

変化が反映されているかのようです。英語の“crimson（緋色）“は、「ケルメスの」の意の古代スペイン語の 

“cremesi” から取られたといいます。血の色を象徴する深紅の染料を生み出す緋の虫には、その生態においてもキ

リストの血による贖いが反映されていたのです。 

7、8、16 節は、マタイが記しているように、「彼は神により頼んでいる。もし神のお気に入りなら、いま救

っていただくがいい。『わたしは神の子だ』と言っているのだから」と、キリストの十字架を取り巻いていた「犬

ども……悪者どもの群れ」、すなわち、自分中心で役に立たない邪悪な指導者―祭司長、律法学者、長老たち―



 

フルダ･ミニストリー  平成２１年 ４月 月報 

                              

2        www.huldahministry.com 

のあざけりの言葉によって成就したのでした。また、マタイは「道を行く人々は、頭を振り
．．．．

ながらイエスをのの

しって……」（付点付加）と、人々の言動においても預言がいかに正確に成就したかを描いています。15 節は、

冒頭に引用したヨハネの福音書からの聖句に描写されているように、十字架上で瀕死のキリストがのどの渇きを

訴えられたことにより、成就したものでした。1 節と同様に、聖書に預言されたことがユダヤ人のメシヤ、すな

わち、ご自分において成就したことを明らかにされたものでした。ダビデによる他の詩篇「彼らは私の食物の代

わりに、苦味を与え、私がかわいたときには酢を飲ませました」（69：21）は、キリストの十字架刑において成

就したいっそう明確な預言でした。17、18節は、ゴルゴダの丘では、イエスを十字架につけた後、くじでイエス

の着物を分けたり、見張りをしていた者がいたというマタイの記述によってやはりその通り成就したことが分か

りますが、ヨハネは冒頭に引用したように、この出来事をさらに詳細に描写しています。 

ヨハネはさらに続く聖句で、兵士たちが、死刑囚がもはや立ち上がって息ができないように、イエスと一緒

に十字架につけられた二人の者のすねの骨を折ったこと、しかしイエスはすでに死んでおられたので、すねを折

らず、わき腹を槍で突き刺したこと、そのとき「ただちに血と水が出て来た」ことを目撃したと記しています。

この心臓からの血の分離
．．．．

は、奇しくも、後世解明された死後の現象を証しするもので、キリストの死が仮死とか、

粉飾死ではなかったことを明確にする記述となったのでした。また、キリストの骨が折られなかったことは、「主

は、彼の骨をことごとく守り、その一つさえ、くだかれることはない」（詩篇34：20）や「（過越のいけにえ）の

骨を一本でも折ってはならない」（民数記9：12）を成就するものであったこと、すなわち、キリストこそモーセ

の掟を全うすべく、「いけにえの子羊」として死んでくださった救い主であったことを明らかにしているのです。 

遠大なご計画の中で神は、メシヤが地上に来られるはるか前に、ご自分の契約の民に掟を与え、未来の約束

をされ、それらを成就するのが、来るべきダビデの血筋のメシヤであることを示してこられましたが、確かに、

神が送られたユダヤ人のメシヤ、イエス・キリストにおいて、今日すでに多くの預言が成就しています。ご計画

を遂行される神の驚くべき備えをうかがい知ることのできる一つの例を挙げてみましょう。神の霊感によって記

された聖書には、無駄なことは何も書かれていないこと、一字一句、すべてに意味があることが分かります。 

民数記 27章、36章には、神の民が出エジプト後、いよいよ約束の地カナンに入る直前に新たに掟が加えら

れたという興味深い出来事が記されています。男兄弟のないマナセ族のツェロフハデの娘たちが、約束の地で自

分たちにも相続地を与え、父の名を継がせてほしいという訴えをモーセにしたのでした。モーセは主に伺いを立

て、主が下されたお答えは「ツェロフハデの娘たちの言い分は正しい……彼女たちにその父の相続地を渡せ」（民

数記 27：7）で、息子のいない人は娘に相続させることができる新しい掟が命じられたのでした。しかし、もし

娘たちがマナセ族以外のイスラエルの部族の者と結婚した場合、彼女たちの相続地が結婚する部族の相続地に加

えられることになり、マナセ族の相続地が減るので、部族間に割り当てられた相続地が保たれるためには、父の

後継ぎになる娘たちは父と同じ部族の者たちと結婚しなければならないという条件をつけることが、部族のかし

らたちによってさらに訴えられました。主はマナセ族の訴えはもっともであると答えられて、「イスラエル人の

部族のうち、相続地を受け継ぐ娘はみな、その父の部族に属する氏族のひとりにとつがなければならない」（36：

8）ことが、追って定められたのでした。図らずも後世、モーセが神の権威ある掟と認めたこの掟がなければ、

意味を成さない系図が新約聖書に登場することになります。ルカの福音書に記されているマリヤの系図です。 

まず、マリヤの系図が、キリストの系図として成立するには、上記の特例によって、マリヤが男兄弟のない、

父の名を受け継ぐ娘であったことが条件になります。冒頭に引用したヨハネの記述は、キリストの十字架刑を真

近で見ていたのが「イエスの母と母の姉妹
．．

」（付点付加）であったことを明らかにしています。カトリック百科

事典や『ヤコブの原始福音』と呼ばれる書ほか、数知れない聖書外典もマリヤに兄弟がいなかったと記していま

す。また、掟に従えば、マリヤは父「ヘリ」（ルカ3：23）と同族の氏族の息子と結婚しなければならなかったこ

とになりますが、マタイの福音書に載せられたイエスの義理の父ヨセフの系図と、母マリヤの系図とが先祖がダ

ビデであるという点で、どちらもユダ族であったことが、明らかになるのです。父ヨセフの系図が、「エコニヤ」

への呪いのゆえに王位に就く者がいないと預言されていたにもかかわらず、ダビデの血筋の王メシヤの系図とし

て、福音書に父方と母方の両方の系図が載せられた背後には、このような神の配慮があったようです。 

父ヨセフは、イエスが十二歳以降福音書に登場していないことから、早死したことが考えられます。子連れ

の未亡人は、父か兄弟の許に身を寄せるのが慣習でしたが、もし父がすでに亡くなっており兄弟もいなければ、

息子の一人が面倒を見ることになっていたのです。実際、年長のイエスは当時のユダヤ人の慣習に従って、幼い

兄弟姉妹の面倒を父親代わりに見なければなりませんでした。イエスが、家業の石工から天の父なる神の働き、

福音宣教に移られたのが三十歳過ぎであったことは、このことを裏づけているようです。したがって、イエスの

兄弟姉妹がまだ母マリヤの面倒を十分に見ることができなかったため、イエスは、最後までイエスのそばにいて

十字架刑を真近で見届けた唯一人の弟子ヨハネに「そこに、あなたの母がいます」と、マリヤの世話を依頼し、

母マリヤにも「そこに、あなたの息子がいます」とヨハネの許に身を寄せるよう指示されたのでした。 


